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確
保
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
」旨
を
明
文
化
す
べ
き
だ
。

市
長　
今
後
も
市
民
が
納
付
の

責
務
を
適
切
に
果
た
す
た
め
の

環
境
整
備
に
努
め
て
い
き
た

い
。現
時
点
で
、条
例
の
目
的
を

変
え
る
と
い
う
意
向
は
な
い
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉磁
気
ル
ー
プ

の
周
知
と
利
用
状
況
に
つ
い
て

さ
れ
て
い
る
預
金
口
座
の
差
し

押
さ
え
件
数
に
つ
い
て
伺
う
。

市
民
部
長　
差
し
押
さ
え
の
件

数
は
把
握
し
て
い
な
い
。

議
員　
真
に
市
民
に
寄
り
添
い

生
活
を
立
て
直
す
こ
と
を
優
先

さ
せ
る
再
建
運
動
で
あ
る
べ
き

だ
。
野
洲
市
の
よ
う
に
条
例
の

目
的
に
「
市
民
生
活
の
安
心
の

議
員　
本
市
で
は
長
年
に
わ
た

っ
て
、
三
鷹
自
由
労
働
者
組
合

に
市
の
道
路
の
草
取
り
や
清
掃

を
業
務
委
託
し
、
失
業
者
等
の

生
活
確
保
や
自
立
支
援
に
貢
献

し
て
き
た
。
ホ
ー
ム
レ
ス
か
ら

生
活
保
護
へ
、
そ
し
て
就
職
へ

と
自
立
支
援
を
行
い
、
そ
の
ニ

ー
ズ
は
増
え
て
き
て
い
る
。
と

こ
ろ
が
、
平
成
30
年
度
は
昨
年

議
員　
２
０
１
７
年
の
育
児
・

介
護
休
業
法
の
改
正
に
よ
り
、

保
育
所
に
入
所
が
で
き
な
い
場

合
、
育
児
休
業
を
最
長
２
歳
ま

で
延
長
可
能
に
な
っ
た
。
育
児

休
業
取
得
者
か
ら
の
保
育
所
申

し
込
み
は
増
え
た
か
。

市
長　
昨
年
度
よ
り
増
え
た
。

働
く
保
護
者
へ
の
支
援
と
し
て

有
効
な
施
策
だ
と
考
え
る
。

議
員　
育
児
休
業
取
得
を
促
進

す
る
に
は
、
延
長
の
条
件
を
な

く
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　
権
利
と
し
て
、
育
児
休

業
が
し
っ
か
り
と
取
得
で
き
る

よ
う
に
な
れ
ば
と
考
え
る
。

議
員　
市
立
保
育
所
の
ゼ
ロ
歳

児
枠
を
減
ら
し
、
１
・
２
歳
児

枠
を
拡
大
し
た
成
果
を
伺
う
。

市
長　
最
も
切
実
な
ニ
ー
ズ
の

あ
る
１
・
２
歳
児
の
受
け
入
れ

に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

議
員　
株
式
会
社
等
が
運
営
す

る
保
育
所
へ
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
補
助
金
は
弾
力
的
な
運
用
が

で
き
る
た
め
、
保
育
士
等
の
処

遇
改
善
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い

の
で
は
な
い
か
。
財
務
諸
表
で

人
件
費
率
が
国
の
基
準
を
満
た

し
て
い
る
事
業
所
は
あ
る
か
。

市
長　
現
状
で
は
、
人
件
費
が

国
の
基
準
で
あ
る
８
割
を
満
た

す
園
は
な
い
。
処
遇
及
び
経
費

改
善
に
努
め
て
い
き
た
い
。

議
員　
市
内
在
住
の
就
学
前
の

子
ど
も
の
乳
幼
児
医
療
費
助
成

は
、
所
得
制
限
が
撤
廃
さ
れ
て

い
る
。
18
歳
の
子
ど
も
ま
で
の

拡
充
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

市
長　
拡
充
に
は
相
当
な
財
源

確
保
の
必
要
が
あ
る
。
持
続
可

能
な
制
度
と
す
る
責
務
が
あ

り
、
高
校
生
ま
で
を
対
象
と
し

た
助
成
は
考
え
て
い
な
い
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
新
武
蔵
境

通
り
の
歩
行
者
安
全
対
策
に
つ

い
て

市
長　
何
よ
り
も
児
童
・
生
徒

等
の
安
全
確
保
を
最
優
先
に
計

画
を
策
定
し
て
い
く
。

験
者
数
と
採
用
者
数
を
伺
う
。

総
務
部
長　
障
が
い
者
法
定
雇

用
率
の
段
階
的
引
き
上
げ
を
踏

ま
え
実
施
し
た
。
職
種
は
一
般

事
務
、
受
験
者
３
人
で
合
格
者

は
２
人
、
内
１
人
は
辞
退
と
な

り
、最
終
的
に
１
人
採
用
し
た
。

議
員　
障
害
者
雇
用
促
進
法
等

を
踏
ま
え
、
本
市
の
職
員
採
用

試
験
に
お
け
る
障
が
い
者
枠
の

設
置
に
つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

市
長　
今
後
も
障
が
い
者
雇
用

の
状
況
や
勤
務
環
境
の
整
備
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
引
き
続
き
障

が
い
者
を
対
象
と
し
た
採
用
試

験
を
定
期
的
に
実
施
し
た
い
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
三
鷹
市
に

お
け
る
情
報
格
差
に
つ
い
て

市
長　
障
が
い
者
の
自
立
・
社

会
参
加
の
た
め
に
就
業
は
重
要

な
柱
で
あ
り
、
国
が
示
す
廃
止

の
方
向
性
に
つ
い
て
は
、
望
ま

し
い
も
の
だ
と
考
え
て
い
る
。

議
員　
今
年
度
の
職
員
採
用
試

験
に
お
け
る
、
障
が
い
者
の
応

募
状
況
及
び
試
験
の
際
の
配
慮

に
つ
い
て
市
の
対
応
を
伺
う
。

総
務
部
長　
本
人
か
ら
申
し
出

が
な
い
と
障
が
い
の
有
無
は
把

握
で
き
な
い
が
、
今
年
度
は
１

人
申
し
出
が
あ
り
、
試
験
会
場

ま
で
の
動
線
の
確
保
や
席
の
配

置
等
の
配
慮
を
行
っ
て
い
る
。

議
員　
本
市
は
平
成
28
年
度
に

障
が
い
者
対
象
の
職
員
募
集
を

行
っ
た
。
実
施
理
由
、職
種
、受

タ
リ
ー
の
整
備
に
当
た
っ
て
は

交
通
安
全
対
策
や
渋
滞
対
策
を

考
慮
し
た
案
を
示
し
整
備
す
べ

き
と
考
え
る
。
所
見
を
伺
う
。

市
長　
警
視
庁
に
よ
る
交
通
実

査
に
よ
り
、
当
該
駅
周
辺
の
渋

滞
状
況
や
安
全
対
策
に
つ
い
て

確
認
し
た
後
、
地
域
公
共
交
通

活
性
化
協
議
会
で
の
協
議
を
経

て
、
整
備
し
て
い
く
。

行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
へ

の
利
便
性
の
向
上
と
駅
前
商
店

街
の
活
性
化
等
が
図
ら
れ
る
も

の
と
考
え
る
。
所
見
を
伺
う
。

第
二
副
市
長　
運
行
ル
ー
ト
の

変
更
や
新
規
路
線
に
つ
い
て

は
、
市
民
か
ら
の
意
見
や
駅
前

再
開
発
事
業
な
ど
も
視
野
に
入

れ
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員　
三
鷹
台
駅
前
バ
ス
ロ
ー

議
員　
障
が
い
者
の
就
業
が
困

難
な
職
種
の
割
合
に
応
じ
て
決

め
ら
れ
る
、
障
が
い
者
法
定
雇

用
率
算
定
に
お
け
る
除
外
率
制

度
を
廃
止
す
る
と
い
う
国
の
方

向
性
に
つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

議
員　
本
市
庁
舎
が
竣
工
し
た

１
９
６
５
年
前
後
に
建
て
ら
れ

た
学
校
校
舎
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　
竣
工
前
に
建
て
ら
れ
た

校
舎
は
第
四
小
学
校
の
校
舎
の

一
部
、
ま
た
、
竣
工
後
３
年
間

で
建
て
ら
れ
た
校
舎
は
第
一
小

学
校
、南
浦
小
学
校
、第
四
中
学

校
の
校
舎
の
一
部
等
で
あ
る
。

議
員　
築
50
年
以
上
の
校
舎
の

建
て
替
え
も
市
政
の
大
き
な
課

題
と
考
え
る
。
学
校
校
舎
の
維

持
管
理
と
安
全
対
策
は
極
め
て

重
要
だ
。
児
童
・
生
徒
の
安
全

対
策
に
つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

市
長　
学
校
で
学
ぶ
児
童
・
生

徒
や
学
校
で
働
く
教
職
員
の
安

全
を
確
保
す
る
た
め
、
平
成
27

年
度
ま
で
に
全
て
の
小
・
中
学

校
の
耐
震
化
を
完
了
し
た
。
ま

た
、
学
校
施
設
の
非
構
造
部
材

の
老
朽
化
対
応
や
耐
震
化
な
ど

に
も
取
り
組
み
、
学
校
施
設
の

安
全
性
を
確
保
し
て
い
る
。

議
員　
築
53
年
の
本
市
庁
舎
の

建
て
替
え
計
画
が
進
め
ら
れ
て

い
る
が
、
築
50
年
以
上
経
過
し

た
学
校
校
舎
数
は
幾
つ
か
。

都
市
整
備
部
調
整
担
当
部
長

９
校
11
棟
が
該
当
す
る
。

議
員　
築
50
年
以
上
の
校
舎
で

学
ぶ
児
童
・
生
徒
の
数
は
、

小
・
中
学
校
合
わ
せ
て
４
千
550

人
で
あ
る
。
古
い
学
校
校
舎
の

建
て
替
え
が
重
要
と
考
え
る
。

所
見
を
伺
う
。

議
員　
本
市
で
は
平
成
30
年
４

月
か
ら
三
鷹
市
の
適
正
な
債
権

管
理
の
推
進
に
関
す
る
条
例
が

施
行
さ
れ
、
現
在「
よ
り
そ
い
・

さ
い
け
ん
運
動
」を
推
進
し
て

い
る
。こ
の
取
り
組
み
が
収
納

率
向
上
の
た
め
の
徴
収
強
化
に

な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長　
地
方
税
法
等
の
規
定
に

基
づ
き
、公
平
・
公
正
に
取
り
組

み
を
進
め
て
い
る
。市
民
の
暮

ら
し
に
寄
り
添
い
、生
活
の
再

建
を
図
る
の
が
趣
旨
で
あ
る
。

議
員　
国
保
税
の
滞
納
に
よ
る

差
し
押
さ
え
は
、
25
年
度
よ
り

29
年
度
は
増
え
て
お
り
、
市
税

も
同
様
の
傾
向
だ
。
条
例
制
定

前
に
徴
収
強
化
を
行
っ
た
結
果

で
は
な
い
か
。
見
解
を
伺
う
。

市
民
部
長　
条
例
制
定
前
後
に

か
か
わ
ら
ず
、
税
の
公
平
負
担

の
観
点
か
ら
滞
納
処
分
を
行
わ

ざ
る
を
得
な
い
こ
と
も
あ
る
。

議
員　
児
童
扶
養
手
当
が
入
金

議
員　
小
・
中
学
校
の
児
童
・

生
徒
に
対
し
て
実
施
し
て
い
る

医
療
費
助
成
に
お
い
て
、
200
円

の
窓
口
負
担
や
所
得
制
限
が
あ

る
が
、
撤
廃
す
る
べ
き
だ
。

市
長　
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効

に
活
用
し
、
持
続
可
能
な
制
度

と
し
て
運
営
す
る
必
要
が
あ
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
200
円
の
窓
口

負
担
は
継
続
し
た
い
。
所
得
制

限
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
は
小
学

生
を
対
象
に
撤
廃
を
図
る
べ
く

鋭
意
検
討
を
進
め
て
い
る
。

議
員　
平
成
30
年
度
、
国
民
健

康
保
険
税
の
均
等
割
額
等
が
引

き
上
げ
ら
れ
た
。
所
得
に
か
か

わ
ら
ず
加
算
さ
れ
る
均
等
割
額

は
、
世
帯
人
数
が
増
え
る
ほ
ど

所
得
に
対
す
る
負
担
率
が
上
が

る
。
収
入
の
な
い
子
ど
も
の
均

等
割
額
は
軽
減
す
べ
き
だ
。

市
長　
本
市
独
自
の
軽
減
措
置

は
考
え
て
い
な
い
が
、
全
国
市

長
会
を
通
じ
て
、
国
に
均
等
割

保
険
税
を
軽
減
す
る
支
援
制
度

の
創
設
を
要
望
し
て
い
る
。

議
員　
被
保
険
者
の
現
状
を
見

れ
ば
、
保
険
税
の
引
き
上
げ
で

は
な
く
引
き
下
げ
こ
そ
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
所
見
を
伺
う
。

市
民
部
長　
市
財
政
が
厳
し
い

状
況
で
、
保
険
税
の
引
き
下
げ

は
、
市
民
負
担
の
公
平
性
の
観

点
か
ら
難
し
い
状
況
で
あ
る
。

議
員　
小
・
中
学
校
の
児
童
・
生

徒
が
自
己
負
担
な
く
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
助
成
で
き
な
い
か
。

市
長　
本
市
独
自
の
助
成
は
考

え
て
い
な
い
。
今
後
も
国
が
定

め
る
定
期
接
種
の
基
準
を
原
則

に
、
予
防
接
種
事
業
を
行
う
。

議
員　
三
鷹
市
は
、
平
成
30
年

５
月
に
「
三
鷹
市
公
園
・
緑
地

の
適
切
な
活
用
に
向
け
た
指

針
」
を
示
し
た
。
今
後
の
公
園

等
の
具
体
的
な
再
整
備
計
画
の

策
定
に
つ
い
て
聞
く
。

市
長　
現
時
点
で
は
、
具
体
的

な
計
画
は
策
定
し
て
い
な
い
。

今
後
、
指
針
に
基
づ
き
、
公
園

の
計
画
的
な
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を

検
討
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

議
員　
本
指
針
に
書
か
れ
て
い

る
、
ボ
ー
ル
遊
び
が
で
き
る
公

園
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
市
民

と
議
論
を
尽
く
す
た
め
の
機
会

が
必
要
で
は
な
い
の
か
。

市
長　
今
後
ボ
ー
ル
遊
び
に
関

す
る
ル
ー
ル
を
明
確
化
す
る
と

と
も
に
、
利
用
マ
ナ
ー
に
つ
い

て
十
分
な
周
知
を
図
り
、
市
民

の
意
見
を
聞
く
機
会
を
設
け
る

等
の
取
り
組
み
を
進
め
た
い
。

議
員　
昭
和
54
年
に
開
園
の
上

連
雀
交
通
公
園
は
、
長
き
に
わ

た
り
市
民
に
親
し
ま
れ
て
き
た

重
要
な
施
設
で
あ
る
。
施
設
全

体
に
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
こ

と
か
ら
、
施
設
改
修
や
機
器
等

の
更
新
の
方
向
性
を
聞
く
。

都
市
整
備
部
調
整
担
当
部
長　

今
後
も
市
内
に
お
け
る
唯
一
の

交
通
公
園
と
し
て
、
そ
の
役
割

と
機
能
を
果
た
せ
る
よ
う
に
、

状
況
を
確
認
し
な
が
ら
、
必
要

な
改
修
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

議
員　
公
園
等
の
維
持
管
理
・

運
営
に
必
要
な
多
額
の
予
算
に

つ
い
て
は
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ

ツ
や
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
を
活
用
し
た
企
業
等
か
ら
の

支
援
が
必
要
で
は
な
い
の
か
。

市
長　
本
市
で
の
活
用
実
績
を

踏
ま
え
、公
園
・
緑
地
等
の
維
持

管
理
や
運
営
を
よ
り
効
果
的
・

効
率
的
に
提
供
で
き
る
よ
う
活

用
の
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

３１・１・２７

い
の
ち
が
大
事
　
伊
沢
　
け
い
子
　
議
員

失
業
者
へ
の
道
路
除
草
業
務

自
立
支
援
事
業
を
削
減
す
る
な

日
本
共
産
党
　
栗
原
　
健
治
　
議
員

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
に
お
け
る

窓
口
負
担・所
得
制
限
の
撤
廃
を

日
本
共
産
党
　
大
城
　
美
幸
　
議
員

真
に
市
民
に
寄
り
添
っ
た

よ
り
そ
い・さ
い
け
ん
運
動
を

日
本
共
産
党
　
森
　
　 

徹
　
議
員

市
庁
舎
建
設
を
急
ぐ
よ
り

古
い
校
舎
の
建
て
替
え
を

障
が
い
者
が
活
躍
で
き
る
環
境
を

三
鷹
市
が
率
先
し
て
整
備
せ
よ

日
本
共
産
党
　
西
尾
　
勝
彦
　
議
員

い
の
ち
が
大
事
　
嶋
﨑
　
英
治
　
議
員

子
ど
も
が
輝
き
、生
き
生
き
と

成
長
で
き
る
施
策
の
充
実
を

民
主
緑
風
会
　
石
原
　
　
恒
　
議
員

公
園・広
場
等
の
価
値
を
高
め

に
ぎ
わ
い
と
活
力
を
取
り
戻
せ

長寿命化改修工事を行った第一中学校

（
６
面
へ
続
く
）


